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2024 授業概要　

科目名 救急救命処置概論Ⅲ

授業回数 救急救命士科2年

薬剤（アドレナリン）について復習。薬理作用について

気管挿管の目的・適応を理解し、手技が確実の出来る。
薬剤投与や輸液を目的とした静脈路の確保。
薬剤投与の目的、適応が理解でき、手技が確実に出来る。
血糖想定、ブドウ糖溶液投与の適応、適切な判断能力を身につける。
ショックの病態の鑑別、心肺機能停止前の静脈路確保及び輸液の適応、適切な判断能力を身につける。

導入講義後、手技のデモストレーション。
各班で血糖測定、心肺機能停止前の輸液、気管挿管、薬剤投与の手技練習。
各処置を含めての想定訓練

気管挿管の目的・適応を理解し、手技が確実の出来る。
薬剤投与や輸液を目的とした静脈路の確保。
薬剤投与の目的、適応が理解でき、手技が確実に出来る。
血糖想定、ブドウ糖溶液投与の適応、適切な判断能力を身につける。
ショックの病態の鑑別、心肺機能停止前の静脈路確保及び輸液の適応、適切な判断能力を身につける。

講義内容

薬剤投与手技・復習

薬剤投与手技。実習班での手技練習。

上気道～下気道解剖の復習。気管挿管、気管内吸引導入講義

気管挿管手技

気管挿管手技。実習班での手技練習

気管内吸引手技。実習班での手技練習

気管挿管、薬剤投与想定訓練

定期筆記試験

終講時試験。履修規定に準じる。

第10版救急救命士標準テキスト へるす出版
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